
一般的に金属の強さを表現する方法として、引張り強さなどの数値を基準にすることがありますが、
その数値はあくまでも破壊する力なので、実際にはそこまで力をかけることはできません。

重要になってくるのが「耐力値」とよばれる数値です。(※)

金属には全て弾性があり、引張り力を加えても元に戻る性質
があります。しかし、ある一定の力を加えると元に戻らなくなる
ポイントがあり、そこが耐力値になります。

つまり、ボルトの締付け力（軸力）というのはこの耐力値を基準
に考えなくてはなりません。

(※) ステンレスは降伏点を示さないため、降伏点のかわりに耐力値で示します。これは応力（荷重）を抜いても元に戻らず0.2％の
永久伸びが生じたときの応力を試験前の材料片の断面積(mm2)で割った値です。Ｎ/mm2（kgf/mm2）

上記表の実数値で表される様に、引張り応力値に対して耐力値は半分以下の数値でしかありません。耐力
値以上の締付けを行うと、ボルトが伸びてしまい軸力（締付け力）が働かなくなってしまいます。

従って、ボルトの安全な締結には引張り強さではなく、耐力値を最も重要な基準として考えなくてはなりません。

SDCボルトシリーズは、A2-50の機械的性質を保証するための試験を行っており、
弊社推奨トルクで締付けた場合は、上記耐力値を越えることはありません。
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